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平成３０年５月 全国百貨店売上高概況 

平成３０年６月２２日 

Ⅰ．概 況  

 

１．売上高総額        ４,５０５億円余 

２．前年同月比     －２.０％（店舗数調整後／３か月ぶりマイナス） 

３．調査対象百貨店   ８０社 ２２０店 （平成３０年４月対比±０店） 

４．総店舗面積     ５,５５０,５５４㎡ （前年同月比：－３.２％） 

５．総従業員数     ７０,１４２人 （前年同月比：－３.７％） 

６．３か月移動平均値   10-12 月 －０.１％、11-1 月 ０.１％、12-2 月 －０.９％、 

（店舗数調整後）   1-3 月 －０.７％、2-4 月 ０.０％、3-5 月 －０.４％ 

 

  ［参考］平成２９年５月の売上高増減率は０.０％（店舗数調整後） 

 

【特 徴】 

５月の売上高は２.０％減と３か月ぶりに前年を下回った。高額消費やインバウンドは好

調だったが、土曜１日減による入店客数への影響に加え、前月の高温による夏物需要前倒し

と当月の気温低下が相まって盛夏商材の動きが鈍く、前年実績を割り込む結果となった。 

顧客別では、インバウンド（シェア６.4％）が４９.０％増の約２８７億円と好調を維持。一方、

国内市場（シェア９３.６％／４.２％減）は低調でマイナス幅が前月より２.７ポイント広がった。 

地区別では、１０都市が０.２％減と１０か月ぶりにマイナスに転じた。富裕層とインバ

ウンド市場の大きい５地区（札幌、東京、名古屋、大阪、福岡）はプラスしたが、他をカバーするまでに

は至らなかった。地方（１０都市以外の地区）は６.１％減（１３か月連続）と苦戦が続いている。 

商品別では、雑貨が６.７％増（１８か月連続）と堅調で、売上構成比も前月同様、全体の２割

超となった。依然として二桁の高い伸びを示す化粧品（１０.９％増）と、高級腕時計やジュエリ

ーなどを中心とした高額商材（美術･宝飾･貴金属／７.３％増）が牽引した。また、身のまわり品もラグ

ジュアリーブランドやアクセサリーなどの装飾品が動き０.１％増と５か月連続プラス。 

一方、回復傾向にあった衣料品は低温の影響から夏物需要が減退して５.９％減。食料品（３.

９％減）は菓子や惣菜などが不調でマイナスが続いている。家庭用品（０.７％減）は、家具、家電

がプラスしたものの、売場リースによる面積減もあり全体では前年に届かなかった。 

 

 

【要 因】 

    (1) 天 候 ： 気象庁発表「５月の天候」の特徴は以下のとおり（一部抜粋） 

    ◇北日本から西日本を中心に暖かい空気に覆われ、全国的に気温が高く、東日本と沖縄・奄美ではかなり高かった。ま

た、北・東・西日本では降水量が多く、北日本日本海側ではかなり多かった。 

(2) 営業日数増減     ３０.８日（前年同月比 －０.１日） 

(3) 土･日･祝日の合計    １０日（    〃     －１日／土曜１日減） 

  (4) 入店客数増減（回答店舗数で見る傾向値／前年同月比／有効回答数１２２店舗） 

     ①増加した：２２店、②変化なし：３２店、③減少した：６８店 

  (5) ５月歳時記（ＧＷ、母の日）の売上（同上／有効回答数９０店舗） 

     ①増加した：１１店、②変化なし：５２店、③減少した：２７店 
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地　　　区 売上高(千円) 構成比（％）

 全 国 450 ,592 ,395 100 .0 -2 .0 (  -1 .8 )

10都市 317 ,885 ,574 70 .5 -0 .2 (  0 .8 )

札幌 12,017,577 2.7 1.4

仙台 5,426,973 1.2 -2.9

東京 124,788,949 27.7 1.3

横浜 26,946,535 6.0 -2.9

名古屋 29,129,705 6.5 0.4

京都 18,484,906 4.1 -1.3

大阪 65,173,845 14.5 5.2

神戸 10,831,908 2.4 -33.9 (  -8.0)

広島 8,846,171 2.0 -5.7

福岡 16,239,005 3.6 1.0

10都市以外の地区 132 ,706 ,821 29 .5 -6 .1 (  -7 .6 )

北海道 1,179,713 0.3 -6.6

東北 6,462,506 1.4 -6.5 (  -9.8)

関東 59,308,727 13.2 -3.1 (  -7.9)

中部 10,364,174 2.3 -10.3 (  -10.7)

近畿 17,444,016 3.9 -16.2 (  -9.8)

中国 9,852,549 2.2 -6.0

四国 7,035,697 1.6 -4.2

九州 21,059,439 4.7 -4.3

商　品　別 売上高(千円) 構成比（％）

総　　　　　　　額 450 ,592 ,395 100 .0 -2 .0 (  -1 .8 )

紳士服・洋品 30,765,228 6.8 -8.2 (  -8.3)

婦人服・洋品 88,516,479 19.6 -4.9 (  -5.0)

子供服・洋品 11,445,194 2.5 -7.0 (  -6.8)

その他衣料品 9,680,659 2.1 -5.7 (  -6.2)

衣　　料　　品 140 ,407 ,560 31 .2 -5 .9 (  -6 .0 )

身のまわり品 62 ,469 ,642 13 .9 0 .1 (  0 .2 )

化粧品 45,952,514 10.2 10.9 (  11.1)

美術・宝飾・貴金属 28,270,699 6.3 7.3 (  7.6)

その他雑貨 16,488,298 3.7 -4.6 (  -2.8)

雑　　　　　　貨 90 ,711 ,511 20 .1 6 .7 (  7 .2 )

家　　具 4,870,797 1.1 4.2 (  3.7)

家　　電 1,351,005 0.3 27.3 (  26.9)

その他家庭用品 13,502,857 3.0 -4.5 (  -4.6)

家　庭　　用　品 19 ,724 ,659 4 .4 -0 .7 (  -0 .9 )

生　鮮　食　品 21,951,490 4.9 -4.3 (  -3.8)

　菓　　子　 28,499,978 6.3 -6.1 (  -5.5)

　惣　　菜　 26,552,287 5.9 -3.9 (  -3.2)

その他食料品 32,992,333 7.3 -1.7 (  -1.4)

食　　　料　　　品 109 ,996 ,088 24 .4 -3 .9 (  -3 .4 )

食　堂　　喫　茶 12 ,524 ,502 2 .8 -5 .3 (  -5 .3 )

サ　ー　　ビ　ス 4 ,953 ,455 1 .1 -6 .0 (  -6 .1 )

そ　　の　　他 9 ,804 ,978 2 .2 -4 .1 (  -4 .6 )

商　　　品　　　券 9 ,313 ,269 2 .1 -4 .1 (  -5 .2 )

全国百貨店　売上高速報 2018年05月

対前年増減(-)率　(%)

※

　対前年増減(-)率　(%)
※

第１表　　地区別売上高
※店舗数調整後　（　）が調整前

第２表　　商品別売上高

注)　構成比は計算処理上必ずしも100％にはなりません。商品券は総額に含まれません。また、商品券の構成比は、

   総額に対する比率です。本統計には消費税は含まれておりません。  
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Ⅱ．地区別の動き  

 

   １.１０都市売上動向       －０.２％（店舗数調整後／１０か月ぶりマイナス） 

   ２.１０都市以外の地区売上動向  －６.１％（店舗数調整後／１３か月連続マイナス） 

 

 

【地区別売上前年比の寄与度とトレンド】 

 

地区 売上前年比 寄与度 トレンド 

１０都市 －０.２ －０.１ １０か月ぶりマイナス 

札 幌 １.４ ０.０ ４か月連続プラス                                                                         

仙 台 －２.９ ０.０ ４か月連続マイナス 

東 京 １.３ ０.４ ４か月連続プラス 

横 浜 －２.９ －０.２ ２か月連続マイナス 

名古屋 ０.４ ０.０ ２か月連続プラス 

京 都 －１.３ －０.１ ３か月ぶりマイナス 

大 阪 ５.２ ０.７ １７か月連続プラス 

神 戸 －３３.９ －０.９ ９か月連続マイナス 

広 島 －５.７ －０.１ ２０か月連続マイナス 

福 岡 １.０ ０.０ １０か月連続プラス 

10 都市以外の地区 －６.１ －１.９ １３か月連続マイナス 

北海道 －６.６ ０.０ ２０か月連続マイナス＊ 

東 北 －６.５ －０.１ ９か月連続マイナス＊ 

関 東 －３.１ －０.４ ２か月連続マイナス 

中 部 －１０.３ －０.３ １２か月連続マイナス 

近 畿 －１６.２ －０.７ １５か月連続マイナス 

中 国 －６.０ －０.１ ２か月連続マイナス＊ 

四 国 －４.２ －０.１ ６か月連続マイナス 

九 州 －４.３ －０.２ ６か月連続マイナス＊ 

   （注）北海道、東北、中国、 九州については、２００６年１月からそれぞれ札幌、仙台、 

広島、福岡を１０都市に移行した。（２００５年までは６大都市） 
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Ⅲ．商品別の動き  

 

   主要５品目は、雑貨が１８か月連続、身のまわり品が５か月連続のプラスとなった。また 

家庭用品が２９か月連続、食料品が１２か月連続、衣料品が６か月連続のマイナスとなっ 

た。その他の品目は、化粧品が３８か月連続、美術・宝飾・貴金属が１４か月連続、家電 

が２か月連続、家具が８か月ぶりのプラスとなった。 

 

 

 

 

【商品別売上前年比の寄与度とトレンド】 

 

 商品別 売上前年比   寄与度 トレンド 

総額 －２.０ ― ３か月ぶりマイナス 

紳士服・洋品 －８.２ －０.６ ２か月連続マイナス 

婦人服・洋品 －４.９ －１.０ ２か月連続マイナス 

子供服・洋品 －７.０ －０.２ ８か月連続マイナス 

その他衣料品 －５.７ －０.１ ３１か月連続マイナス 

衣料品 －５.９ －１.９ ６か月連続マイナス 

身のまわり品 ０.１ ０.０ ５か月連続プラス 

化粧品 １０.９ １.０ ３８か月連続プラス＊ 

美術・宝飾・貴金属 ７.３ ０.４ １４か月連続プラス＊ 

その他雑貨 －４.６ －０.２ １３か月連続マイナス＊ 

雑貨 ６.７ １.２ １８か月連続プラス 

家具 ４.２ ０.０ ８か月ぶりプラス 

家電 ２７.３ ０.１ ２か月連続プラス 

その他家庭用品 －４.５ －０.１ ２６か月連続マイナス 

家庭用品 －０.７ ０.０ ２９か月連続マイナス 

生鮮食品 －４.３ －０.２ ５０か月連続マイナス＊ 

菓子 －６.１ －０.４ ６か月連続マイナス＊ 

惣菜 －３.９ －０.２ ８か月連続マイナス＊ 

その他食料品 －１.７ －０.１ ２か月連続マイナス＊ 

食料品 －３.９ －１.０ １２か月連続マイナス 

食堂喫茶 －５.３ －０.２ １３か月連続マイナス 

サービス －６.０ －０.１ ６か月連続マイナス 

その他 －４.１ －０.１ ２か月ぶりマイナス 

商品券 －４.１ －０.１ ８７か月連続マイナス 

   （注）化粧品、美術・宝飾・貴金属、その他雑貨、生鮮食品、菓子、惣菜、その他食料品に  

     ついては２００６年１月から細分化した。 

 

お問い合わせは、日本百貨店協会  森・橘・長柴  まで  

    TEL 03-3272-1666   ホームページアドレス http://www.depart.or.jp 

http://www.depart.or.jp/

